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南 .京 島 の 話

山 田 保 治 一

南京畠がt,蝿,蚊､蚤､などと共に､家庭寄島の･一･つとして,吾人の生活能率を､低下させ

て居ることは､周知の事資である｡而 して､一般に杜､甫京島に刺されることをのみ,恐れ ら

れて居るようであるが｡此島は草に吾々を刺 して.痛棒を感 じさせるばかりでなくO彼の恐る

べき ｢ペス り 病菌の媒介者であることが､最近､究明せ らるるに到った今 日｡南京畠退治の

重要性が､今一骨痛感させ らるるのである.殊に､第一級に活躍せらるる皇軍将士の上に恩ひ

を致 し､滞又､大乗豆諸民族蔑展のためにも､之が撲滅を計ることの､極めて必要なる所以,

又此庭にある｡而 して､恰かも､故事開始前に､敵の状勢を知って置かなければならないのと

同株に､宰畠を退治るには,其前に寄島共著の生活状態を､知って置 くことが､之又､必要で

あること枚､敢へて此庭に蟹言するまでもない｡此意味に於て､此畠生活史の概要を,次に述

へごることとする｡

南京虫騒除剤に就きては､既に.武居博士が､本誌第四既の本豊に於て詳細に解説 されて居

るから､是非参照を呑む｡

南京如 ､元私 ｡棚 鮎 は居なかった ! ㌔

ものであるが｡琉球や朝鮮､満洲閥並びに支

那､には古 くから居たO庭が､我が日本内地

へは,何つ頃から入って来たかと云ふに､維

新前､都府が,外囲から石船を買った時､偶

J4其石船 と共に入って来たのが､我が内地侵

入の最初であると言ほれて居る｡倍ほ叉､幕

末の頃､長崎へ出入する和蘭の猟船に､此義 弘

敵京魚 と共卵

(郭大)

l(｢ライレ-｣
及 び ｢ヨノ､ン

セーン｣両氏 に

依 ろ)

がた くさん居たので､昔時水夫仲間で披,此轟のことを､蘭名 ｢ランドTlイス｣の名を取って

rランドラムシ_は呼ばれて居た｡
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其後明治となって､外巨離合が,方 の々飴に出入するや う】になってからほ､北は､商館､塵蘭

を始めとし､機構､神戸､其他､砥0,)町に.此飴の放生が見られるや うになった.日清戦争の

とき､凱軍兵士の荷物と共に入って来て,鍍盗(師開)の所在地.に, 此曲が的吾と云ふので､常

障此線を鋲義盛とも呼ばれて居たtとがある｡又､庫から蔑生すると云ふので､搾取,嬢轟に
>[

畿生するからと云ふので､嬢姦蕗.と首ほれて居るのは､何づれも験簿の題名である｡兎に角

其の様な経路を辿って､我が内地へ侵入､繁殖するや うになったのであるが､今日では内地到

る新の都市に,畿生被晋を見られ 特に工場や病院の寄稽舎などでは､此鼻のために悩まされ

て居る朋が頗ぶる多いQ 勺

南京線は元兼､野生の獣類や鳥類に寄生 して居たものが.人類が之等の動物と接逝するや う

に誓ってから､攻欝に人類に,寄生加啓するや うになったのだと育はれて居るo夜行性の尾島

で､宅間蛙､壁や桂の剰臥 或抹家具類の隙間などに､曹伏し､夜になると出て来て^を襲ふ

薯崩である｡

雌 1世が産む卵の紙数は,盲粒円外と膏ほれて居るO其卵を壁や桂の割日とかこ家具類の隙

間などに､産み付て蟹 く､此卵が1週間位する･と幼魚が脚へる､碑へり立の幼魚披.金牌が襲

轟になるまでの日数は､30日乃至40日位と稲されて居るが,食物が充剰 こ得られないときは,

更に多くの日数を要するO而 して, 1年間に於ける此轟の準生回数に就いて拭､未だ判然 しな

いが､日本円他のや うな規準地方で拭､帝から夏の終わ頃までに､ 3回乃至 4回位教生を繰 り

返すのではないかと息はれるO

南京轟牲一棟不快な臭ひを絹す､意臭を.出す場所扱､幼轟時代は腹部の管上に､戚轟になる

と申桐下側に開口せる, 1封の孔から､何か刺戟を受けた時に､葉色の液健を分泌する､其液

慨が､彼の様な盛典を尊するのである｡ 叉､此鼻は随分長い間緒食に封へ｡ 1年間もの長い
I

間､断食 したま でゝ生存 したことO卵から購ったま のゝ勃盛が､食物を得なくて,数ヶ月間も

生存 したなど 云ゝふ,報償がある魔から考へ.るとO 南京鼻が塾生したからと育って､牛年や lt
′

年位茎家にLT.置いて串､此盛の根絶はむづかしいと考へられるo叉,寒菊に封 しても､抵抗

力が頗る強いO
J ㌔

幼蝕成魂共に,人樵を撃ふて吸血するのであるが､刺されると酷 く構嫌を感じ､刺され九部

くと,皮膚扱放れ止って､赤い斑紋が硯放れ､達に拭加膿することがあるO併 しながら

髄質によって､痛味を感ずることが､少年い人もあると嘗はれ､刺されることが､度重さなる
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に始って､痛暁が減退するとも青ほれて居るo rq

斯の棟に,一膳 には,甫二熟艶に刺されることを､恐れ られて居るのであるがO兜にも速べた

通り､青 々が南京蝕を猿も恐れる断は､此最に刺されることによって､稜 々q)恵質停染病菌を

媒介する.可能性のあることであるO殊に熱背地方では,之れが甚だしいと聞いて居るQ

南京鼻は2樫類あって､日本内地に居るのは,蚊も普通の南京轟､即ち｢トコ汐テミ｣と柿へ

られて居る種類で､世界各地に疎 く分布し､酉比利並のや うな寒帯地方にまで観臥して屠る.

今1種抹 ｢タイワ1/トロSPラミ｣と名附けられて居る種類で､主に､発揮の熱簡亜熱帯地方と

ii鋼棒u加に分布して居る｡而 して此麓は,我が領土内では,朝鮮と義輝とに棲息するこよが知

られ､印度地方では､｢ペス7,｣病菌の媒介者として､圏湛上重税されて居る審轟であること昧

特に注意を要する魔である｡南榎とも､加零の仕方と披賓の就籍は殆んと同様であるO

今や世界の重鮎は､我が日本に集注されて居る｡其重鮎の核心が..大束東蓮許にあることは

冨ふまでもな恒 従って,之が発壁を期するには､一に､健兵健民にか､つて居るO此秋に常

わ､南京漁駆除剤として生れた,『轟研』の数兼が.一躍に認められ､多大なる好評を停するに

至った.=とは,之が､防虚数鵜試臨研究に､携さはった着の-^として,誠に積れしいO而し

て,余が審こびとする塵拭､之によって,研きかな句と-も､人的資源の確保に､寄輿すること

が招来縛るからで率る0倍は叉､.『轟研』軌 到る新の家庭に畿生して､吾人を悩まし､特隼へ,

ダニ｣の解説は,次既で述べること すゝるO(絡む)
i


